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’
　
　
■

　
昭
荊
一
一
十
＾
年
九
月
町
岳
…
」

岨
庄
岨
尭
一
一
一
年
冊
、
町
唖
の
士

由
朝
血
席
田
吉
一
肌
ｔ
曲
口
舌
Ｌ

　
　
’

た
壇
田
司
朗
氏
肚
。

故摸田町長

死
去

掴
行
囲
屈
〔
苗
右
何
盟
．

行
仁
舎
併
〕
右
悟
囲
打

監
丑
投
、
山
副
中
尭
宙

行
監
喜
硬
尋
古
舳
吐
、

至
聰
で
肚
土
正
十
一
一
年

山
副
岨
畠
５
目
主
世
；

れ
、
昭
荊
十
一
一
年
十
一

月
｛
ら
生
十
亜
年
十
月
古
ｆ
岨

全
齪
＾
、
西
硅
討
邊
上
Ｌ
て
は

大
正
＾
年
か
ら
十
一
一
年
圭
モ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
圭
若
十
月
一
囲
曲
九
年
か
ら
生
十
十
年
茱
て

・
一
」
吉
李
穿
竺
誓
と
苗
窪
責
ｔ
奮
Ｌ
キ

て
運
に
不
帽
町
需
止
肚
ら
れ
圭

し
上
」
■
帯
Ｌ
み
て
屯
弗
七
畠
若

拮
嘔
箏
王
蜆
ｏ
圭
寸
’

　
氏
は
土
正
一
一
年
早
調
田
土
掌

　
　
　
　
」

商
串
割
を
申
古
抽
、
旧
本
囲
踊

操
弐
虫
杜
忙
舳
誼
、
纈
珪
宮
川

■
灯
楳
孟
畠
杜
亜
語
苗
、
官
士

山
ｏ
■
畦
而
師
紐
、
■
士
冊
鶉

　
龍
曲
硅
用
ぴ
国
硅
町
甚
に
副

旺
、
山
型
蜆
田
．
掃
皇
畳
箏
圭
Ｌ

て
・
肚
年
晒
ｏ
■
壮
堪
齪
苗
生
か

Ｌ
ｔ
一
岨
由
居
固
が
掘
帯
盲
れ

て
串
七
圭
Ｌ
廿
＝
　
．

　
靱
＾
肚
町
覇
古
屯
｛
て
十
丹

一
一
十
目
小
串
抽
４
硅
に
埴
ｔ
由

．
一
Ｌ
七
か
忙
且
聰
犬
ヒ
昔
行
吉
れ

■横
田
前
町
長
の
死
を
悼
む

助
　
租

　
本
町
帥
町
岳
蠣
田
司
囲
氏
は

囲
荊
一
一
十
＾
年
九
月
西
硅
町
厘

上
Ｌ
ｔ
就
任
以
尭
圭
町
民
が
鶉

生
的
上
ヨ
忙
＾
一
て
い
た
巾
モ

島
君
が
、
士
ヨ
と
｛
帯
由
世
に

い
｛
て
Ｌ
士
お
れ
た
．
全
く
亭

土
Ｌ
か
田
…
土
れ
杜
い
血
藺
曲
壮

ム
助
軸
皿
、
日
螂
血
舌
お
の
睡

崎
　
産
　
八
　
却

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
、

虫
仁
用
ぴ
珪
す
君
１
」
止
肚
出
共

屯
い
岨
て
畠
君
ｏ

　
誼
町
＾
肚
県
会
唾
且
と
Ｌ
ｔ

融
肚
鼎
町
村
畠
当
長
と
Ｌ
ｔ
余

○
忙
も
モ
ｏ
・
功
ｏ
肚
ｏ
大
で
島

唱
た
’
Ｌ
か
Ｌ
病
口
は
加
呵
上

屯
Ｌ
が
た
く
、
睡
佃
晒
売
全
荘

つ
く
Ｌ
、
虫
緕
の
手
口
い
臨
，

圭
Ｌ
た
日
．
．
氏
田
生
前
田
人
柚
宙

冊
ほ
｛
ｔ
荘
‘
田
苗
屯
声
十
鐵

個
、
弔
喧
屯
岨
知
｝
苗
曲
出
曲

病
屯
モ
の
串
聖
症
く
曲
忙
・
甜
囲

せ
百
れ
た
宕
曲
し
昔
帥
・
宙
苗
、

粗
軸
Ｌ
吉
的
届
ム
ｔ
島
君
ｏ

　
Ｌ
か
Ｌ
品
厚
顯
砧
、
里
掴
，

鶉
吐
届
曲
担
田
町
岳
師
届
聾
店

睡
く
生
町
民
の
胴
裡
忙
副
圭
れ

ｔ
束
＾
に
町
民
坊
思
■
肥
曲
上

Ｌ
て
仰
が
血
君
で
島
号
５
ｏ
か

抗
を
品
い
、
一
」
れ
在
且
生
胆
五

屈
吏
’
曲
忙
せ
圭
ｏ
豆
出
晒
ｏ

に
樺
毒
い
。
怜
肚
圭
く
邊
畠

．
若
由
ム
て
品
君
．
■
く
ぱ
苦
箒

の
苗
衷
苗
亭
け
胎
ら
ん
ｏ
苗
。

十
〇
、
弔
口
屯
一
一
九
助
争
幸

＃
曲
主
宙
到
宕
屯
監
い
＃
唾
苗

埋
出
Ｏ
く
寸
語
｝
一
あ
蓼
オ
し
廿

罠
生
萎
目

一
改
饗
さ
る

．
昭
和
一
一
十
＾
＃
十
一
一
月
一
目

口
生
大
臣
上
Ｏ
曇
口
官
れ
圭
Ｌ

た
囲
荏
冊
民
生
量
且
十
一
一
毛
は

十
一
月
一
一
一
十
ｉ
苗
岨
て
一
一
一
年
田

庄
頸
由
屈
了
Ｌ
、
十
一
一
月
一
目

苗
頸
Ｌ
ｔ
一
吉
誼
囲
吉
ｈ
苫
箏

忙
世
ｏ
、
由
る
十
月
一
一
十
五
目

埴
民
生
壷
＾
描
日
垂
員
芸
肛
曲

て
左
詞
田
芳
■
が
堆
口
吉
れ
圭

Ｌ
た
古
○
　
見

瑞
　
回

本
　
町

上
．
町

〒
－
荘
軸

吉
　
国

新
　
目

町
長
き
ま
■
る

分
割
秀
超
匡
鶉
股
鶉
讐
邊

　
曲
壇
田
町
岳
肥
撞
岳
町
岳
仁

刷
い
て
胆
、
町
邊
茗
衙
理
壷
貝

皇
［
苗
て
，
＾
目
革
の
甜
，
左

造
出
ｔ
曲
Ｏ
圭
Ｌ
た
が
、
左
配

田
，
ｏ
斬
町
是
肚
分
胡
鶉
埋
氏

虻
曲
昆
Ｌ
吉
し
た
＾

十
一
月
±
一
一
目
町
島
蓋
輩
巾

　
告
荒
在
行
ヨ
。

十
一
月
士
＾
目
立
恒
補
屈
咄

　
苗
蹄
切
拮
。
・
あ
冊
＾
堀
辞

　
町
作
蛆
睨
布
．
を
行
う
■
十
一
一
一

　
十
回
－
十
亜
月
立
倶
饒
症
し

　
十
古
目
忙
至
ｏ
骨
部
尭
埋
虫

　
立
硅
＾
、
他
忙
立
据
抽
培
曲

　
く
緕
抽
踊
白

十
一
旦
一
十
自
控
日
目
、
立

．
俣
〇
一
＾
帥
た
出
価
曲
用
。

十
－
月
一
一
十
－
目
．
遣
彗
畠
、

　
当
邊
畦
ｉ
垂
付
由
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土　　木　　，

教　　育　　臼

社会奉ぴ労砺施設臼

保ら筍’
生．’ 宇．

産．・ 薫・経． 済　費

財産’費・そめ他
鴉　　麦　　出　　金

．
昭
和
三
十
一
年
度
も
ク
の
■
聞

．
に
上
半
期
（
四
．
月
～
九
月
）
を

経
過
し
ま
Ｌ
．
た
■
の
．
で
．
、
坐
一
。
ケ
年

・
闘
の
財
鼓
遺
営
■
の
傷
況
を
左
簑

に
よ
り
中
側
報
告
致
Ｌ
宮
す
。
．

　
歳
入
申
国
口
麦
出
金
並
び
に

．
県
支
出
金
■
は
、
犬
部
分
下
半
期

．
■
直
．
和
三
十
‘
．
年
度
。
西
桂
町

　
　
　
財
政
邊
営
厚
つ
い
て
の
中
田
繧
告

　
　
－
．
．
．
、
．
Ｈ
．
・
・
ゴ
．
・
・
．
．
咽
雀
“
収
｛
笹
｛

．
　
．
」
．

（
十
月
～
ヨ
．
一
月
〕
に
於
て
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
．
一
収
入
済
倶
が

少
く
■
、
縁
越
金
は
昭
和
…
十
年

皮
の
歳
入
茂
出
決
算
狭
定
に
よ

．
ゲ
増
額
似
見
込
で
す
ｏ
．

　
茂
出
申
予
＾
頼
に
派
Ｌ
支
出

済
額
が
＝
分
の
一
前
復
は
、
財

　
　
　
．
梢
瓠

　
　
　
　
隷
搬
る
・

　
　
　
　
鵠
醸
」
」

一
一
一
一
予
頼
立
入
一
秤
．

　
　
　
　
　
一
　
り

、
書

白
．

政
ぎ
が
ポ
済

聾
雛
榊
．
経

目
は
■
饒
還
行
の
都
舎
も
あ
り

麦
…
四
を
年
皮
末
に
た
す
関
係
等
・

に
も
よ
■
り
「
下
半
期
の
麦
出
見
．

込
が
多
い
の
で
あ
り
ま
十
・
ｏ

考・
パ
．
．

獺
　
．
．

．
．
左
の
．
遣
り
黒
字
財
政
の
．
汀
．
営
．

．
で
あ
り
．
ま
山
，
の
．
で
．
．
、
．
．
一
ハ
体
区
臭

汰
る
財
政
■
営
で
あ
る
と
考
え
．

．
て
さ
し
．
・
つ
か
え
並
い
と
恩
小
ま

・
す
ｏ

　
然
Ｌ
財
源
の
根
本
は
町
説
の
■

収
入
で
あ
り
ま
」
す
■
砂
で
、
．
此
の
、

成
竈
の
如
何
に
よ
ｏ
で
は
、
．
．
－
側
■

時
赤
字
跡
政
の
苦
杯
を
嘗
め
み

距
■
至
る
か
も
知
れ
童
せ
ん
の
で

■
■
町
民
各
位
の
蟹
町
幻
神
の
衛
窮

ｚ
に
■
よ
る
．
納
税
貯
讐
組
合
の
成

　
　
．
寛
一
責
値
づ
づ
、
く
】

出
・
．

甘
篶
・
、

　
●
一
，
．
・
・
．

　
．
７
．
．

．
．
則
．
．

臼
臼
．
費
他
．
金
．
・

撒
．
言
．
．
ズ

労
筍
径
．

ぴ
　
　
．
費
麦

鉱
．
仁
．
ぶ
．
産

社
保
産
財
渚
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．
軍
三
回
一
定
例
■
町
蟹
会
．

中
学
校
普
通
教
室
塘
築
の
件
■

　
　
ぼ
．
．
・
か
■
十
二
■
件
を
・
■
審
議
．

．
■
■
箒
三
固
定
例
町
讐
会
は
九
且

…
十
■
圧
開
会
、
提
出
蟹
秦
十
…
■

件
を
害
臼
同
目
閉
会
し
た
。

　
害
蟹
繕
果
次
切
遍
り
で
す
。

一
．
、
・

中
学
校
苦
通
鼓
室
則
築
の

件
中
学
校
普
通
教
皇
木
造
二
階

　
む
亜
船
引
鉄
板
籔
■
一
碩
、

　
班
川
坪
四
四
坪
、
総
工
冒
百
…
■
■

■
十
九
竈
四
千
円
を
昭
和
…
十

　
一
年
度
に
邊
設
ず
る
案
を
原

．
案
ど
お
り
珂
決
し
た
。

二
、
西
桂
町
蟹
会
委
貝
会
条
例

　
　
制
定
仁
つ
い
・
て
・

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

　
伴
い
従
来
の
■
七
委
員
会
を
四

．
委
員
会
制
（
＝
十
条
項
）
に

　
改
・
正
す
る
案
を
原
秦
通
り
司

・
決
し
た
。

＝
一
、
酉
桂
．
町
蟹
会
々
蟹
規
則
制

　
．
定
に
つ
い
て
．
・

．
委
員
会
制
度
の
改
正
に
従
い

　
窺
則
の
改
正
秦
（
九
十
九
条

　
項
）
を
原
案
遍
り
可
決
し
た

四
、
西
桂
町
竈
会
蟹
＾
の
報
酬

　
　
及
ぴ
期
末
手
当
並
ぴ
に
賞

　
　
用
鐵
償
に
関
す
る
条
例
制

　
　
定
に
つ
い
て

　
従
来
義
貝
の
期
末
手
当
一
等
は
．

　
支
姶
Ｌ
て
居
ｏ
た
が
、
こ
れ

．
考
男
努
自
婁
宴

　
正
と
全
時
に
粂
例
化
す
る
案

　
・
を
原
秦
通
り
可
決
Ｌ
た
ｏ
．

王
、
■
西
桂
町
艘
会
の
■
定
例
会
条

　
．
例
制
定
に
つ
い
て

■
・
．
従
来
の
祭
例
中
■
の
．
一
部
改
正
．

す
る
集
を
原
崇
通
り
可
決
し

　
．
た
。

　
註
　
定
例
町
鶉
会
は
年
四
回
・

　
　
で
毎
年
■
ｉ
．
丹
．
五
月
■
九

　
．
・
一
．
．
．
月
．
十
二
月
に
こ
れ
を
開

　
　
く
Ｏ
　
　
・
１
．

穴
、
■
西
桂
町
饒
員
旅
費
支
給
条

　
■
■
．
例
の
■
一
都
改
正
に
つ
い
て

．
物
価
指
敷
の
．
変
閉
に
伴
ｏ
て

　
一
部
改
正
す
る
案
を
原
秦
通

　
り
可
決
す
る
。
■
．

七
、
西
桂
町
長
筆
似
給
与
及
ぴ

　
　
流
費
条
例
の
一
部
改
正
に
■

　
　
．
つ
．
い
て

．
前
六
買
ど
．
伺
．
じ
。

八
、
．
西
崖
町
納
税
奨
励
条
例
の

　
　
一
郵
改
正
．
担
つ
い
■
て

　
納
税
の
完
納
奨
励
の
た
め
■
組

。
合
長
の
季
当
を
幻
額
す
る
秦

．
・
．
を
原
乗
通
り
可
決
Ｌ
た
。

九
、
．
運
挙
長
等
の
報
酬
及
ぴ
ヨ

　
■
用
弁
む
条
例
の
一
都
改
正

　
　
に
つ
い
て

　
前
六
項
並
ぴ
に
七
項
と
同
じ
．

十
、
各
竈
委
＾
筆
報
酬
並
ぴ
に

　
　
，
用
弁
償
条
例
制
定
■
に
つ

　
．
．
い
て

．
■
前
六
項
並
ぴ
に
七
項
・
九
項

　
．
と
同
じ
』

十
一
、
西
桂
町
教
育
長
の
給
与

　
．
筆
及
ぴ
旅
竈
に
関
す
る
．
条

　
　
例
制
定
信
づ
い
て
・

■
前
六
項
、
．
七
項
並
ぴ
忙
九
項

．
十
項
と
同
じ
。

．
中
一
「
、
忠
前
碑
・
竈
設
促
り
．
い
．
て
一
．

、
・
載
残
者
を
合
祖
す
み
．
に
恵
魂

・
．
碑
壱
基
工
讐
．
五
．
十
Ｕ
円
、
内

．
二
十
萬
円
は
西
崖
町
楡
ｏ
病
一

　
宕
－
湊
箏
授
８
会
よ
り
指
定

・
嵜
附
に
よ
石
案
を
偏
案
通
り

．
．
．
可
決
１
」
た
。
．

十
＝
一
．
．
西
窪
町
籔
育
委
員
会
委

　
　
■
＾
任
命
に
つ
ぎ
町
●
■
会
の

　
　
同
竈
を
求
む
る
■
に
つ
い
て
■

　
昭
和
一
昌
十
一
年
十
月
一
旦
よ

■
り
籔
育
委
■
会
の
僚
偏
改
草

■
に
■
つ
い
て
新
委
貝
の
推
ｏ
那

　
あ
り
原
秦
通
り
同
意
し
た
ｏ
．

．
新
委
＾
次
の
と
お
り
。
　
　
一
．
■

　
　
．
（
竈
秦
原
文
の
と
お
り
．
〕

。
．
鈴
木
　
文
雌
、
■
川
村
　
栄
亘
．

■
高
尾
　
　
■
路
、
分
部
　
象
司

　
沌
口
・
祀
夫
．
．

竈
会
常
任
委
員

．
改
．
選
．
さ
．
る
」

　
行
政
■
務
の
晒
嘉
化
並
に
竈
．

決
傲
関
一
蟹
会
）
お
よ
ぴ
執
行
機

関
（
役
場
当
局
〕
を
通
じ
地
方
公

共
団
体
の
組
繊
！
営
９
週
合
合

理
化
ト
晒
素
能
率
化
を
図
る
■
為

去
る
第
二
十
四
国
会
に
於
て
地

方
巨
沿
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

蟹
会
の
常
任
．
委
日
会
は
条
例
で

入
口
暇
階
馬
応
工
一
．
。
十
＝
乃
事

四
以
内
に
改
め
ら
れ
ま
Ｌ
た
ｏ

■
当
藏
会
に
於
て
も
従
来
の
七

委
員
会
制
を
四
委
員
会
制
に
過

ぐ
る
九
月
…
十
目
の
定
例
竈
会

に
於
て
条
例
の
改
正
を
藏
決
し

て
委
貝
長
・
委
貝
の
遭
挙
の
結

果
、
左
の
■
通
り
決
定
致
Ｌ
ま
し

た
。
■
・
（
委
員
の
順
は
不
同
）

‘
、
凶
箔
常
信
萎
＾
会

　
（
総
務
、
財
政
一
般
、
消
防

．
一
．
一
．
＾
硯
・
葛
．
及
び
仇
…
の
委
臼
会
．
〃

　
　
所
．
管
に
．
口
省
在
い
－
一
務
の
．

」
．
一
葡
査
及
び
竈
秦
、
鴉
蘭
、

．
一
陳
ｏ
等
の
竈
査
を
讐
る
）
一

　
委
＾
長
■
■
小
山
■
　
じ
一
．

，
脅
・
＾
．
．
・
・
沌
口
段
既
．

・
カ
．
　
」
・
．
・
．
土
這
榊
＝
一
郎
．
・

　
オ
．
．
．
・
．
・
．
一
．
’
本
山
長
犬
郎
・
、
．

．
・
　
　
．
．
武
竈
、
．
わ
一
．
・
’
．
．

ニ
ゴ
会
猪
侵
婁
＾
会
．
．
一
・

．
（
社
会
桓
祉
、
籔
育
一
風
「

　
．
保
ｃ
行
生
．
、
凛
育
所
ぞ
の

　
　
他
民
生
に
蘭
．
。
す
名
■
務
の
．

　
　
羽
査
及
び
８
秦
、
沁
原
、

　
　
陳
ｏ
箏
．
の
看
杏
を
篶
る
）
・

・
・
．
委
員
長

　
委
．
員

　
カ

　
カ
．
．

　
４

渡高・分沌極
辺山部’口川

竈
…
太
郎

贋
造
、
．

口
之

秀
光
　
．

皇
、
潅
済
常
佳
委
ｎ
会

　
（
商
工
、
硯
光
、
．
物
資
配
船

　
．
勧
簑
に
関
す
る
■
務
，
の
調
．

　
一
査
及
ぴ
臼
秦
、
痂
頭
、
陳

　
口
等
の
竈
杏
を
竈
る
）
．

委
員
長

委
　
＾
・

””ク

前相市夫高
田沢 Ｉ１１谷尼

和■良竈路
夫． 二平雄饒

回
、
む
殴
鴬
佳
婁
」
司
．
会

．
．
（
土
木
、
都
市
計
画
、
；
纂

．
宍
薫
対
鴛
箏
薫
に
関
す
る

　
■
芯
の
蘭
査
及
ぴ
義
案
、

　
竈
日
、
陳
ｎ
箒
の
讐
杏
を

　
讐
る
）

４委委
　　＾
　＾長

前平渡宮竈
田．井型下Ｐ

垣
次
．
一
易
．

　
氾
．

弘
平・

」
宍
・

一
．
易
＝
．
頁
一
考
切
政
返
農
つ
．
．

一
い
て
中
拙
報
告
〃
づ
．
づ
き
】
・

．
ｍ
．
の
弥
々
向
上
惣
辰
き
れ
ん
－
．
－

〉
を
衷
．
心
ム
サ
祈
念
し
、
．
．
．
併
せ
．

．
■
て
組
■
合
擾
以
下
関
係
着
各
位
に

絶
大
．
ゆ
輝
跡
カ
を
御
蘭
い
し
て

止
｛
加
い
の
で
あ
り
■
ま
す
ｏ
．

一
■
省
、
下
半
期
革
信
這
営
す
ぺ

言
主
な
る
■
集
を
列
挙
Ｌ
ま
す

．
．
占
左
の
姐
り
で
あ
ヶ
ま
す
一

　
　
．
．
記
・
・
．
．
．
、
．
．

・
一
、
酉
・
棲
中
学
校
．
々
地
口
入
拡

．
・
張

■
■
．
・
口
入
金
六
■
お
八
日
円
也
．

＝
、
．
酉
桂
中
掌
校
音
通
教
童
二
．

　
籔
室
増
祭

　
・
均
豪
費
見
竈
金
宿
百
四
拾

　
　
■
円
也
．
・

　
　
、
．
．
・
　
・
町

　
　
　
　
考
　
は
り

　
　
恥
．
　
金
よ
、

　
．
位
．
傭
・
入
政

　
・
単
．
　
　
繰
財
・

計
・
繍
＝
．

会
・
　
宗
」

一
一
一
＾
．
．
忠
５
碑
竈
立
．
．
一
．
．
．
．
．
．
．

、
け
む
立
讐
金
五
拾
六
口
円
也

　
一
・
．
・
（
内
金
弐
拾
口
町
也
胆
西

　
■
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
．
．

　
　
崖
町
職
病
籏
箏
人
む
蒙
族

　
．
等
授
竈
会
寄
附
金
）
．
」

四
、
■
西
崔
町
消
防
団
仙
品
新
式

　
ポ
シ
ブ
ロ
入
（
蕗
信
竈
入
済
〕

　
・
竈
入
讐
金
弐
百
弐
拾
五
口

．
．
．
円
也
．
．

　
■
■
．
（
内
金
四
拾
口
円
也
侠
国

．
・
．
口
欄
助
金
、

　
　
丘
五
拾
竈
■
円
也
胆
消
防
団

　
．
の
．
斡
旋
に
よ
る
崎
－
思
占
百
寄

　
．
．
附
金
〕

　
頁
に
崎
別
失
鴛
対
慌
■
簑
半

し
て
■
の
■
土
見
蛆
グ
ラ
■
■
ヅ
．
下
．
新
．
．

設
工
■
の
－
冊
況
は
左
衰
の
．
遭
り
．

で
あ
り
ま
す
。
　
、
・
　
．
’
．
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
滋
．
・
．

潔
。
入
瓢
磁
。
燃

策
刈
、
・
・
蝋
・
。
・
。
下

鴛
．
翫
舳
．
舳
．
碩
器

失
期
　
定
肌
帆
肌
・
．
棚
酬
．
羽

町
．
半
　
醐
．
．
．
１
。
↓
　
支
Ｌ
．
■

．
桂
上
　
鼠
０
０
０
獅
肌
　
額
蜘
鮒
．
肌

酒
出
ケ
現
１
・
Ｌ
２
・
茂
現
２
・
身

崖
歳
箏
苗
蝸
飢
算
帥
１
０
帥

年
入
　
予
１
１
，
Ｌ
ム
　
子
２
　
２
、

訓
蓑
　
金
金
　
　
．
妻

和
　
　
目
出
．
計
目
．
策
．
計

．
昭
　
　
　
支
入
　
　
　
対
仙

　
　
　
　
．
．
・
口
．
　
　
　
　
．
崇

　
　
　
　
科
国
繰
合
　
科
失
予
合

　
　
　
　
　
ｏ
◎
　
　
　
　
ｏ
・
．
◎
．

　
倫
、
■
士
見
坦
・
グ

ラ
ソ
ド
エ
■
硅
．
一
昨

年
八
月
よ
り
宍
施
Ｌ

二
年
五
ゲ
月
の
。
回
時

を
費
し
、
本
年
末
．
一

．
先
づ
山
見
＝
珊
整
地
．
工

■
が
完
了
の
予
定
で

す
。
．
　
．
　
．
一

　
　
‘

　
終
．
り
に
」
町
財
政
・

・
虹
営
に
就
い
て
伽
意

見
な
ｏ
御
希
婁
な
り

御
邊
日
た
く
御
■
し

下
さ
い
喧
す
れ
ぱ
撃

甚
の
至
り
で
す
。
．

　
　
　
■
　
　
　
’

　
斯
く
し
て
指
町
一

致
協
カ
の
下
＾
明
朗

な
る
郷
土
頭
窪
．
の
町

つ
く
り
に
椚
進
致
Ｌ

共
々
．
に
生
き
行
く
喜

ぴ
の
溢
れ
る
住
み
よ

い
町
・
明
を
い
町
の

む
設
遙
展
こ
そ
、
＝
日

タ
の
念
廣
で
お
り
ま

す
。
　
．
１
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税
務
だ
よ
．
り

、
．
、

．
硝
　
・
讐

・
係
・

納
税
貯
蓄
ｏ
合
艮
会
蟹
の
席
上

吸
玄
ｍ
の
温
詞
一
竈
廻
合
に
息
謝
状
竈
量
／

一
去
る
十
月
…
十
日
西
桂
中
学

校
訂
堂
．
に
於
・
て
定
例
の
納
税
貯

書
組
合
長
会
讐
が
開
僧
さ
れ
、

七
■
十
＝
組
合
長
砂
大
多
独
及
ぴ

町
蟹
会
総
務
委
員
、
役
拐
当
局

．
着
が
出
用
し
、
叉
今
画
は
特
に

■
大
月
税
務
暑
長
、
同
徴
収
旧
長

の
列
崩
、
・
中
央
銀
行
小
沼
支
店

長
、
●
１
＾
協
の
金
融
機
関
の
方
の

参
席
．
も
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
■

・
Ｌ
た
。

■
席
上
、
設
立
前
の
瀦
納
を
完

全
に
整
理
■
Ｌ
た
八
組
合
促
感
淵

．
状
及
ぴ
金
．
一
封
が
贈
呈
さ
れ
、
．

後
、
む
務
違
絡
・
懇
談
会
と
た

■
一
」
や
か
に
遺
め
ら
れ
、
犬
月
税

務
暑
長
よ
り
国
税
の
納
税
貯
讐

組
合
設
立
届
出
に
関
す
る
裏
婁

が
あ
り
、
納
税
へ
の
；
□
の
努

カ
を
約
し
で
閉
会
↓
ま
Ｌ
た
。

盛
謝
状
贈
呈
組
合
　
・
■

大
門
第
一
納
税
貯
讐
組
合

　
　
　
渡
辺
隆
芳
　
外
二
十
人

柿
園
中
夫
納
税
貯
善
組
合

　
　
　
渡
辺
．
賢
外
九
人
■
・

大
椿
納
税
貯
讐
組
合

　
　
　
高
尾
友
一
　
外
七
人
－

．
下
宿
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
渡
切
春
外
十
一
人

宮
本
納
税
貯
替
想
合

　
　
　
粕
沢
■
＝
■
・
外
九
人

本
町
上
組
第
■
…
納
税
貯
書
組
合

　
　
．
莉
沢
仁
郎
■
．
一
外
九
人

」
桂
納
税
貯
蓄
組
合
■

　
　
　
新
田
晃
英
外
十
．
一
人

下
■
地
第
＝
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
永
田
義
ｒ
外
六
人

一
」
完
納
は
．
、
　
一
・

一
明
る
い
町
政
の
．
．
一

．
一
　
…
道
ｔ
．
．
る
．
ぺ
一

一
劇
固
．

囮
和
一
一
十
允
隼
反

．
存
促
期
限
　
十
月
…
十
一
．
目

晒
型
一
一
十
阜
皮
１
．
　
一
」

　
督
促
期
限
＝
十
一
月
二
十
目

督
促
期
風
を
過
ぎ
■
る
と
、
そ
れ
．

そ
れ
納
期
に
逆
上
ｏ
■
て
延
滞
金

が
口
さ
．
れ
ま
ヰ
・
（
特
に
蕎
の
・

あ
る
方
ば
申
竈
障
よ
り
一
ケ
月

の
延
長
が
認
め
ら
れ
宥
竈
台
も

あ
り
ぎ
す
）

　
納
税
組
合
＾
は
分
納
ｉ
約
に

よ
り
納
め
て
下
さ
い
酊

■
紺
■
税
は
社
会
人
ム
し
て
の
■

。
■
．
生
■
指
．
の
．
一
■
．
■
蔀
・
、
免
醐
航
ガ
下
ざ
い
■
・

■
税
金
は
必
ず
納
め
注
け
れ
ぽ

な
ち
ぬ
も
の
と
．
い
・
う
｝
腕
止
足
｝
実

で
ち
り
■
、
こ
れ
を
■
業
計
画
・

生
活
設
計
に
撒
込
み
生
活
費
と
．

Ｌ
、
．
す
べ
て
国
税
・
県
税
『
町

税
を
問
わ
ず
計
画
的
に
貯
讐
Ｌ

て
竈
く
．
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
・
■

必
ず
納
期
■
に
は
納
め
る
と
い
５

■
が
蟹
務
の
阯
行
と
な
り
、
常

に
心
掛
什
．
て
習
口
ず
け
れ
ぱ
生

活
に
と
け
■
こ
ん
で
、
そ
の
一
部

と
な
．
ｏ
て
自
然
に
納
ま
る
■
に

壮
り
ま
す
。
．

　
本
年
の
税
収
は
■
現
年
皮
の
九

〇
％
、
滞
納
燥
越
垣
の
；
Ｏ
％

併
せ
て
一
、
言
五
〇
万
円
を
見

込
ん
で
予
算
を
立
て
て
お
り
青

ナ
。
・
九
月
末
冤
在
の
・
納
該
状
況

后
下
■
図
の
遍
ル
濡
納
糧
邊
分
壮
■

ほ
暇
六
月
か
ら
九
月
迄
の
四
ケ

月
分
の
予
定
の
航
に
達
し
て
い

．
ま
す
が
、
．
現
年
度
は
納
期
■
の
到

来
し
た
額
の
八
＝
％
と
予
定
よ

り
下
廻
ｏ
て
い
・
ま
す
』
収
入
が

．
予
算
だ
け
入
ら
、
な
い
と
折
角
町

で
計
固
Ｌ
た
仕
■
も
出
来
漬
く

な
り
ま
す
〇
一
〇
の
御
協
カ
を

お
碩
い
し
ま
す
。

　
滞
納
の
悪
巡
環
を
絶
ち
切
ｏ

て
税
法
通
り
の
破
収
を
行
う
た

め
．
に
も
、
叉
一
■
昨
年
よ
り
出
来

た
町
県
民
税
に
つ
い
て
邑
…
で
も

一
定
期
価
を
定
め
て
滞
納
整
理

５１隼口９月迄０

　　竈稔眠泓
　会計年皮（６月〃５月〕

ん・、露』舳

．
が
拙
来
る
－
」
と
に
な
う
て
お
り

今
度
山
黎
県
が
池
財
法
の
遁
用
．
■

を
受
け
た
の
で
、
■
必
然
的
に
県

が
藏
収
を
確
保
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
く
た
り
、
県
の
係
口
に
．
よ
．

る
強
行
堕
理
も
考
え
ち
■
れ
ま
す
■

の
で
、
町
で
伐
現
年
反
の
比
峻
・

的
低
い
陳
税
と
相
ま
一
て
時
旧

的
ず
れ
の
杜
い
各
入
の
竈
済
に

応
じ
■
た
少
額
の
■
内
に
整
理
す
る
。

目
的
を
以
て
、
一
・
完
づ
，
隼
Ｄ

の
．
一
０
０
％
靱
税
を
我
保
し
．

よ
う
と
現
隼
皮
主
轟
と
い
う
行

ぎ
方
を
し
て
い
ま
す
ｏ

　
従
｛
て
■
昭
和
…
十
一
一
・
年
反
は

年
度
末
を
過
ぎ
る
と
直
ち
に
督

促
状
を
発
行
Ｌ
、
原
則
と
Ｌ
て

分
納
は
認
め
ず
、
蛙
理
■
の
段
階

へ
入
る
予
定
で
す
。
■
昭
和
…
十
■

二
年
度
に
つ
い
て
は
今
か
ら
心

掛
け
て
一
銭
の
滞
納
も
し
た
い

で
下
さ
い
。
．
・

　
勿
論
、
潴
納
繰
越
分
に
つ
い

て
も
相
当
額
が
予
算
に
．
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
順
に
黎
理
を

行
い
ま
す
の
で
、
稿
納
の
あ
る

方
は
当
時
の
御
行
折
を
－
」
れ
か

ら
Ｌ
て
い
た
だ
く
わ
け
に
．
な
り

ま
す
。
皆
協
カ
Ｌ
て
町
税
■
１
県
．

税
・
国
税
全
部
一
壕
の
滞
納
も

た
い
俺
康
な
町
に
Ｌ
ま
Ｌ
“
５

乳

ｍ１１閉口伽

一
．
．
一
－
れ
か
ら
，
の
町
税
．
の
．
．
納
期
ぼ
．
．
．

　
’…

月

＝
．
弓
’
ｌ
１

一
　
　
　
　
　
■
月
．
■

十
’
’
．
三
’
月
．

’
十
一
一
．
、
．
月
・

固
・
・
定
’
賢
産
．
’
税
・
・
四
・
’
期
・

１
町
県
．
１
民
’
’
税
■
西
・
期
■

固
・
・
ｒ
定
．
資
産
税
＝
一
瑚
’
一

．」．

　
　
　
■
」
　
’
↓
．
所
得
税
聡
定

■
．
崇
得
税
＝
三
期
期

靱期を
　お忘れた・く

．
Ｌ拙税袋

働

．
一
入
残
ら
す
．
．
．
　
．
．

納
税
組
一
合
尼
加
人
し
’
」
．
．

．
町
税
■
・
．
県
税
小
国
税
を
．
■
一
■

み
ん
な
貯
蓄
に
よ
り

安
心
ｔ
■
て
納
め
・
ま
し
よ
づ

◎
童
未
を
伐
深
．
し
た
ら

．
す
ぐ
末
材
阪
引
租
の
．

　
阜
告
を
－
「
．
…

　
　
．
■
税
率
■
百
分
の
五
■

　
．
素
材
（
除
薪
炭
材
）
．
．
．
．
の
最
初

の
引
取
着
が
納
税
義
務
老
で
す

■
が
、
立
木
の
所
有
者
が
特
肌
徴

収
義
務
者
上
な
り
、
代
金
と
一

緒
．
に
末
材
引
取
税
を
徴
収
」
て

役
揚
へ
申
告
納
入
す
る
竈
に
な
■

ｏ
．
て
い
ま
す
。
．
．

．
自
家
用
材
も
申
告
↓
な
げ
れ

・
ぱ
な
ヶ
喧
せ
ん
。
．
六
を
伐
ｏ
た

ら
必
ず
申
告
掌
ポ
…

典
」
同
募
．
金
・

　
　
一
〇
〇
％
納
入
．

　
本
年
■
皮
惟
国
艮
た
す
け
あ
い

．
共
同
募
金
に
■
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
比
ぺ
七
の
目
濠
獺
…
が
多
少

減
姐
｝
さ
れ
・
て
は
お
り
ま
し
た
が

皆
様
の
御
協
力
に
よ
ウ
て
十
月

…
十
日
一
〇
〇
％
納
入
致
Ｌ
玄

．
し
た
。
部
落
別
の
納
入
額
は

合新古下上本柿倉
計・ 　幕．
　屋屋地町’町圓見

　
穴
、
〇
七
一
一
円

、
八
、
四
四
〇
円

　
五
、
六
九
〇
円

一
、
・
一
一
五
〇
円

　
五
、
九
五
（
竜

て
Ｏ
Ｏ
．
一
〇
円

．
一
、
＝
八
一
＝
つ
円

六
、
Ｏ
ｉ
．
四
＝
円

－
」
の
金
ば
県
吋
の
社
会
福
祉
｝

業
団
体
並
ぴ
．
に
児
ｉ
福
祉
施
設

笛
総
て
の
福
耕
’
｝
饒
関
係
に
共

。
同
募
金
配
・
分
委
員
会
か
ら
配
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
ｏ
て
お
町
ま

．
す
。．
．
・
・
昭
．
和
…
十
年
度
に
於
け
る
本

町
共
同
募
金
の
納
入
額
は
六
万

七
千
五
百
円
で
芙
同
募
金
配
分

・
委
＾
会
か
ら
本
町
不
二
保
青
圓

園
舎
増
築
に
当
り
拾
刀
．
佃
の
配

分
が
あ
り
．
ま
ｔ
た
。



昭痢３１年ユ１月’姑日発．行公町・
号

５
　
．

第
．

）５（

・
一
．
吋
．
■
．
消
＝
防
・
ガ
・
■

一
・
飛
．
・
．
．
．
．
躍

．
．
一
的
．

．
当
町
消
防
圃
現
有
機
械
能
カ

の
低
下
に
伴
■
い
先
年
来
竈
入
設

側
に
関
Ｌ
邊
々
協
竈
を
重
ね
て

彦
う
た
の
で
お
り
．
ま
す
が
、
直
．

面
す
る
経
済
的
饒
局
の
た
め
そ
．

の
宿
百
…
が
達
成
出
．
来
得
な
か
っ
．

た
の
で
島
り
玄
す
．
ｏ
．
然
し
な
が

ら
遂
に
去
る
十
月
十
四
日
県
下

に
そ
の
性
能
■
を
誇
る
最
隷
最
天
．

．
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
．

し
披
露
式
を
挙
行
致
し
た
こ
と

強
、
．

化
．

庫卿剛

帖
既
に
皆
様
御
承
知
の
姐
り
で

あ
臥
ま
す
。

■
．
■
二
ゆ
籔
年
来
の
自
的
が
達
成

胆
来
得
た
■
は
町
内
外
の
有
憲

．
各
位
の
衡
厚
志
嵜
酎
・
に
よ
る
も

の
止
、
深
く
慮
謝
の
意
を
表
す
る
．
－

■
も
の
で
・
お
ウ
ま
す
。
．

【
写
其
は
新
鋭
を
誇
る
西
桂
町

消
防
白
．
動
車
＝
号
車
と
立
て

る
は
…
滴
団
長
】

・
我
片
■
消
防
団
貝
は
比
の
ｏ
秀

．
沈
る
機
械
を
古
ｏ
て
“
今
－
」
そ
．

火
災
損
讐
を
倣
底
的
信
圧
縮
Ｌ

■
一
坪
で
も
一
円
で
も
減
少
せ
し

め
注
け
パ
れ
ぱ
た
ら
ぬ
・
“
僑
で
お
．

一
り
ま
す
。
．

．
・
＾
後
距
火
災
期
匡
向
５
折
柄

火
の
元
に
は
省
．
一
刀
の
御
注
意
■

を
お
顧
い
．
し
ま
す
。

．
一
１

．
み
ん
、
な
・
の
．
一
、

　
　
　
カ
．
・
で
．

■
蕪
火
．
災
に
！
．

西
程
消
防
団
正
副
部
長
改
選

一
西
桂
町
消
防
団
缶
部
垣
於
い

て
は
任
期
に
伴
う
正
副
都
長
改
．

遺
を
行
っ
た
結
果
、
左
記
の
方
、

第
一
、
部
長

第
＝
部
長

第
…
部
長

第
四
部
長

第
五
部
長

第
六
部
長

第
七
部
長

新
章
係
長

高漬小郷上安渡川
山辺沢田条宮辺村

安正喜米義保竃荘
平平由’幻三葵作

ぺ
が
十
一
丹
一
目
よ
サ
正
副
部

畏
に
当
遭
Ｌ
ま
Ｌ
た
の
で
御
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

副
部
長

副
部
長

副
部
長

副
部
長

副
部
長

副
部
長

副
部
長

副
係
畏

金
井
広
、
志
村
．
工
■
朝
明

菅
谷
光
竈
、
小
抹
　
．
敏

槙
田
邦
夫
、
梅
原
■
民
夫

武
膿
金
六
、
渡
辺
米
＝
郎

前
田
正
作
、
奥
脇
　
弄
…

大
谷
朔
司
、
遠
山
　
栄
男

市
川
嘉
弘
、
分
部
　
書
…

志
村
秀
彦
、
土
屋
．
盛
之

〕
）
）
）
）
）
）
）

共
漬
細
合
兜
よ
ｏ
・

（
（
（
（
（
（
（
（

不
盧
の
災
讐
に
傍
え

組
合
・
へ
■
加
入
を

　
現
在
の
£
業
経
済
に
於
い
て

間
接
的
に
政
府
と
連
鶉
Ｌ
て
い

る
団
体
は
各
種
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
違
営
を
行
ｏ
て
お
り
ま
す

が
、
直
接
的
な
繋
り
を
も
ｏ
て

．
．
い
る
固
体
と
し
て
は
長
竈
芙
済

．
組
合
以
外
に
な
い
と
恩
い
ま
す

£
環
共
済
組
合
の
■
業
は
す
で

．
に
御
存
知
の
■
と
思
い
ま
す
が

例
を
あ
げ
れ
ぽ
水
稲
の
場
合
に

．
於
い
て
は
全
耕
地
を
対
象
と
し

て
、
即
ち
全
栽
地
へ
対
し
て
保

険
関
係
を
成
立
さ
せ
る
事
■
を
目

的
に
政
府
で
掛
金
の
約
半
額
に

近
い
金
獺
』
を
’
冊
血
切
し
、
協
…
額
を

£
家
よ
．
り
歓
収
す
る
む
が
£
薫

災
竈
補
＾
法
に
定
め
ら
れ
て
あ

り
ま
す
。
西
桂
町
の
ｏ
合
、
反

当
掛
金
給
額
約
一
五
七
円
、
国

口
負
担
頼
六
九
円
、
£
簑
ｉ
掘

碩
は
八
八
円
で
す
ｏ

　
以
上
の
保
険
関
係
に
よ
り
■

薫
者
が
不
ｏ
の
災
竈
に
よ
？
て

受
け
る
む
失
を
£
薫
岩
自
体
が

箱
互
に
よ
ｏ
て
補
箏
す
る
－
を

目
的
に
政
府
で
も
全
讐
地
■
へ
讐

．
金
の
負
担
を
Ｌ
て
お
つ
ま
す
ｏ

反
当
り
に
す
る
と
繕
か
な
金
額

で
す
が
、
西
桂
町
の
国
口
負
掴

額
げ
九
万
円
強
の
額
が
毎
隼
楡

助
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
見

る
と
■
真
大
な
金
額
を
政
痢
で
は
・

貧
担
す
石
お
け
・
で
す
ｏ
・
■
・
■
■
■
■
■
■

■
．
■
・
」
．
損
竈
の
対
象
と
な
る
竈
故
は
．

・
風
氷
目
■
、
干
竈
・
■
召
竃
．
そ
．
．
の

他
気
象
上
似
原
因
に
工
る
災
害

及
ぴ
病
虫
管
・
．
几
獣
竈
・
の
他
、

．
人
為
把
よ
る
災
竈
を
．
除
く
も
の

帖
■
放
の
対
象
に
彼
る
駅
で
す
．

－
」
の
よ
ヲ
．
な
這
営
方
針
は
£
集

災
箏
補
讐
法
で
定
め
ケ
れ
て
い

る
．
と
共
に
、
・
此
の
よ
う
に
£
．
業

着
と
直
偵
経
済
的
忙
蟹
ケ
を
も
．

り
団
体
．
ば
，
他
■
の
団
体
信
見
ら
れ

壮
い
性
質
を
持
ｏ
．
て
お
り
、
一
組

合
の
内
容
が
充
戻
す
れ
ぱ
我
国

．
の
＾
栄
窪
港
…
に
大
い
．
に
プ
ツ
ス

さ
れ
る
■
．
と
信
じ
て
止
ま
な
い

　
以
上
水
稲
に
例
を
取
．
り
胴
単
■

に
説
明
致
Ｌ
ま
し
た
・
が
、
．
こ
の

・
他
、
睦
稲
・
・
家
畜
・
建
物
共
済

筆
を
■
業
と
・
レ
て
お
．
り
、
」
今
後

共
各
位
の
御
協
カ
を
墓
み
、
．
部
，

落
役
－
貝
の
山
倒
’
捌
カ
を
宙
胴
５
次
営
川

で
あ
り
ま
す
。

昭
塾
昌
十
一
隼
竃
＊

．
．
坪
刈
成
績

　
昭
和
…
十
一
年
産
米
£
業
所

得
基
草
坪
刈
を
去
る
十
且
十
六

日
セ
実
施
Ｌ
音
．
ｔ
た
が
結
果
は

左
記
の
通
り
な
の
で
御
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
肯
、
本
年
反
長
業
・
所
得
墓
草

に
泣
み
為
、
上
・
中
・
下
田
の

…
段
略
で
い
ず
れ
毛
中
位
で
あ

る
ｏ

栽
作
者
　
部
落
名

昌
着
名

．
・
「
．
．
・
倶
ｏ
行
生
侭
．
よ
切
・
・
．
．
・

．
娼
紅
熱
・
様
疾
患
一
．
■
。

．
の
豫
碗
．
侭
就
て
」
・

■
昨
年
．
上
り
全
国
各
地
ｏ
小
児

間
．
に
腎
炎
．
を
伴
う
狙
紅
熟
様
疾
．

風
が
多
数
発
生
し
、
■
本
年
も
倫
■

引
繍
喜
流
行
■
の
徴
候
が
現
れ
、
・

■
広
ぐ
各
地
に
蔓
延
す
る
恐
れ
が

＾
あ
み
の
で
左
記
把
＾
仰
肋
一
意
の
上

そ
ｏ
予
防
に
万
全
を
期
せ
ち
机

．
る
・
し
５
ｏ
．
衡
、
こ
の
症
状
ｏ
息

岩
が
発
生
し
た
場
合
ぼ
必
ず
町

医
に
診
察
Ｌ
て
籔
い
て
下
さ
い

一
＾
本
病
の
桟
要

　
現
在
ま
で
の
調
赤
・
に
よ
る
と

本
＾
胴
は
Ａ
群
溶
遭
舳
菌
感
染
’
歴
の

一
都
．
で
あ
る
－
」
と
が
判
胡
し
て

い
る
庁
症
廿
状
は
軽
症
娼
紅
熱
様

の
発
診
を
も
り
て
始
ま
ｏ
．
、
後

に
冊
炎
症
状
を
現
．
わ
す
も
の
と

始
め
か
ち
乃
炎
症
状
を
も
ｏ
て
■

発
病
す
■
る
も
の
と
が
知
ら
れ
て
一

い
．
る
ｏ
昨
年
の
経
唆
に
よ
る
と

貢
症
例
も
多
く
、
■
ま
た
死
亡
例

も
相
当
に
．
み
ら
れ
る
の
で
流
行

の
早
期
に
お
い
て
治
療
を
行
う

ト
Ｌ
と
〇

一
一
、
．
対
　
　
．
籏

■
本
病
発
見
の
指
擦
と
Ｌ
て
、

扁
桃
炎
・
と
ぴ
ひ
・
■
顔
の
む
く

み
等
の
症
状
が
．
考
え
ら
れ
る
の

で
早
期
治
療
の
普
及
に
よ
う
て

讐
炎
の
発
病
防
止
を
図
る
こ
と

　
坪
当
　
　
　
　
反
　
収

川
栂
。
郭
夫
＾
倉
　
見
）
£
林
十
由
号

．
岩
田
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太
郎
（
柿
・
園
）
オ

格
守
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よ
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＾
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園
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４

高
目
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郎
＾
上
　
町
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号
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新
教
育
書
口

　
　
　
．
．
き
．
ま
．
る

」
去
る
十
月
Ｆ
目
、
．
．
山
崎
助
役

三
滑
９
長
■
・
松
川
社
会
委
＾
長

渡
辺
収
入
役
笥
の
立
会
の
も
と

に
新
籔
育
委
員
ｏ
任
命
式
が
行

お
れ
、
引
き
続
い
．
て
第
－
回
籔
■

青
委
員
会
■
が
関
伯
さ
れ
ま
Ｌ
た

　
法
炉
よ
り
互
還
の
絵
果
、
次

■
・
の
通
ヶ
任
期
●
委
■
畏
●
委
－
＾

長
蔵
務
代
理
者
■
・
籔
育
長
■
〃
決

走
を
．
見
ま
Ｌ
た
。

委
＾
．
長

職
務
代
理

委
　
　
員

ク
’教
育
長

沌
口
舵
夫

藺
尾
　
隆

川
村
栄
貢

分
部
豪
司

鈴
木
文
雄

二一四…四
年年年年年

」
御

一
挨
一
．
・
・
．
一
拶
．

籔
芦
長
．
鈴

　
■
今
回
、
■
新
教
育
委
員
会
法
の

副
定
信
よ
．
り
、
杜
か
ら
ず
も
籔
．

育
長
の
婁
吸
を
舞
命
い
た
Ｌ
．
…

Ｌ
た
」
も
と
よ
り
浅
学
罪
才
の
．

私
、
全
く
内
心
じ
く
じ
た
る
も

の
が
一
」
さ
い
ま
寺
一
。
し
か
Ｌ
拝
．

．
■
命
の
上
か
ら
は
老
む
に
ロ
プ
ち

新
教
育
法
の
．
理
念
を
よ
く
研
修

い
た
Ｌ
、
学
改
籔
育
面
に
申
す

．
に
及
ぱ
ず
社
会
籔
育
面
に
全
カ

を
傾
注
し
て
知
邊
の
万
．
一
．
・
に
報

ゆ
る
考
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今

後
ど
も
何
分
の
御
擾
助
．
と
御
竈

捷
を
お
蹟
い
申
Ｌ
上
げ
ま
す
．
と

・
山
中
前
教
育
長
．
の
死
を
悼
む

　
本
町
前
教
青
長
山
中
信
俊
氏

は
昭
和
二
十
八
■
年
四
月
一
日
酉

桂
町
教
壱
委
員
会
教
育
長
と
し

・
て
就
任
以
来
、
一
去
る
七
月
ま
で

一
．
二
年
存
余
、
町
．
の
教
育
舳
売
展
の

た
め
尽
胸
…
せ
ら
れ
「
■
多
年
の
籔

育
■
に
関
す
る
経
喰
を
生
か
」
■
ｉ

■
段
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
不
宰
、
さ
し
も
頑

肥
を
誇
る
氏
も
病
を
得
寸
床
に

就
く
－
」
。
と
十
圓
余
仁
し
て
数
多

ぐ
の
人
把
櫨
■
し
ま
れ
・
つ
り
去
る

七
月
十
七
甘
肝
籔
災
ゆ
た
め
他

界
さ
れ
ま
し
た
』
■
享
年
六
十
■
六

才
ｏ
　
　
　
　
　
．
　
■
．

　
　
．
．
◇
．
．
◇

．
氏
は
本
県
教
育
界
の
．
貢
鋲
と

し
て
明
治
四
十
置
年
山
梨
師
晒

卒
薫
後
、
県
祝
掌
■
、
郡
内
の
各

小
学
校
長
を
歴
任
、
腿
峨
後
は

県
竈
会
竈
月
、
簑
育
団
体
役
＾

を
縫
て
本
町
散
育
長
と
な
ら
れ

現
以
中
も
山
理
県
教
青
委
員
会

違
絡
協
・
竈
会
改
育
長
部
会
副
会

．
長
“
胃
都
留
敬
育
長
部
会
長
、
．
．

．
叫
梨
県
杜
会
教
口
委
＾
、
山
梨

一
曇
ど
り
号
１
営
協
カ
会
副
会

長
箏
勤
め
て
お
か
．
昔
し
た
ｏ

　
　
　
◇
．
．
．
．
．
．
．
◇
・
．

　
－
」
こ
に
氏
の
永
遠
の
山
脈
路
の

安
か
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
致
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
写
兵
は
敵
山
中
信
俊
氏
）

皿
木
，
・
．
文

．
雄

共
に
私
の
目
頃
．
考
え
て
お
り
ま

す
二
と
の
一
幻
を
申
し
上
げ
て

、
御
．
挨
拶
と
致
し
ま
す
ｏ

　
・
　
争
－
一
ケ

・
世
の
中
に
は
忙
し
い
生
活
拐

，
裡
に
立
ち
、
．
幾
多
・
の
枢
画
＾
の
地

位
を
占
め
用
赫
簑
多
の
中
に
、
「
・

然
か
も
多
て
の
●
物
を
読
破
し

多
方
面
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

大
抵
の
ウ
に
対
」
て
意
見
を
狩

ち
、
ど
ケ
Ｌ
て
か
く
も
勢
カ
絶

倫
で
あ
る
か
と
竈
か
さ
れ
る
程

読
‘
－
カ
・
判
断
カ
の
勝
れ
た
人
．

も
あ
り
ま
す
。
恩
え
ぱ
－
」
の
魏
．

●
が
こ
の
人
を
Ｌ
て
共
の
地
位

．
を
得
せ
し
め
た
こ
と
で
も
あ
り

ま
し
よ
５
ｏ

　
叉
、
私
の
知
っ
て
い
る
或
一

■
人
は
、
青
年
の
時
か
ら
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

数
字
を
暗
算
で
遠
か
に
計
算
Ｌ
．

得
る
笏
き
を
持
ｏ
て
い
て
・
、
平

素
先
生
拡
ど
．
に
も
誉
め
ら
れ
て

い
．
た
が
〃
好
き
こ
そ
物
の
上
手
・

な
れ
オ
と
の
請
の
よ
５
に
、
何

人
も
が
困
蛙
ど
す
る
数
掌
の
■
●

を
遺
ん
で
耽
読
す
る
と
い
う
凪

で
あ
り
ま
し
た
が
、
此
■
の
独
学

●
に
鶉
し
．
ん
で
讐
｝
た
数
理
に

対
す
る
彼
の
カ
、
彼
の
齪
念
が

．
成
功
に
お
づ
か
．
ｏ
て
カ
が
お
ｏ

た
．
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
他
の
一
．

人
は
／
外
に
は
左
程
勝
れ
た
点

も
な
い
が
、
・
■
そ
の
文
才
は
如
何

に
も
卓
越
で
あ
り
、
一
其
の
●
く

文
申
の
引
例
も
、
い
■
つ
で
も
垣

め
て
■
■
で
お
り
、
為
に
出
世

の
緒
を
得
■
て
、
社
会
上
の
地
位

も
著
し
く
進
み
ま
・
し
た
ｏ

．
．
所
が
艮
近
申
一
学
校
を
卒
薫
Ｌ
．

允
と
．
い
．
い
な
が
ら
、
．
・
・
一
．
寸
し
．
た
、
一

手
紙
も
清
足
に
○
け
ぬ
、
．
‘
げ
．

ぱ
文
句
も
意
．
味
ひ
了
蟹
出
来
た

、
い
二
と
を
●
ぐ
ヵ
今
少
し
カ
が
・

た
い
・
も
の
・
か
か
な
ど
と
い
わ
れ

届
人
も
今
目
の
世
の
申
に
は
と

も
す
る
と
あ
り
ま
．
す
。
せ
．
め
て

用
向
き
の
手
紙
だ
け
は
讐
遍
に
■

■
け
る
位
の
国
帽
の
・
カ
を
讐
づ

ヒ
と
が
必
婁
の
」
■
つ
と
息
．
い
童
■

す
』
な
ぜ
た
れ
ぱ
、
用
■
．
の
手

紙
を
○
く
こ
．
と
は
目
常
最
ぺ
讐

遍
信
ぷ
つ
か
る
こ
と
で
お
る
か

ら
で
あ
り
．
ま
す
。

　
そ
れ
．
は
兎
も
角
と
し
ま
Ｌ
て

も
、
耽
か
に
読
●
は
処
世
上
一
・

つ
の
強
昧
を
与
丸
る
も
の
で
お

る
－
」
と
を
痛
臓
す
み
も
の
で
あ

り
ま
す
ｏ
鵬
の
如
■
何
を
問
わ
ず

読
●
ほ
誠
尼
大
切
．
な
こ
と
で
、
・
．

そ
の
人
に
一
つ
の
カ
を
与
え
る

も
の
と
信
じ
ま
す
ｏ
所
が
世
の

．
申
に
は
学
生
ぺ
活
を
し
て
い
る

聞
は
、
、
い
や
で
も
読
●
を
す
る

け
れ
ど
も
、
．
一
且
学
校
を
卒
え

社
会
に
虫
れ
．
ぱ
そ
れ
き
り
読
○

た
ど
は
必
要
が
な
い
と
い
ラ
人

．
も
あ
り
ま
す
。
し
か
Ｌ
こ
れ
は

犬
吉
な
頭
で
あ
る
と
思
い
ま
す

な
ぜ
な
れ
ぱ
、
な
る
帽
ど
社
会

に
出
て
■
扁
岬
励
を
し
て
お
れ
ぱ
・
随

分
忙
し
い
－
」
士
も
あ
る
で
あ
り

芭
Ｌ
■
よ
５
が
、
忙
申
に
於
て
も

閑
は
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
か
よ
う
な
時
其
の
人
の
趣
味
の

あ
る
所
、
載
い
は
文
堂
さ
で
あ

ろ
５
が
、
実
学
ｏ
で
あ
ろ
５
が
．

和
漢
洋
好
む
と
ヒ
ろ
い
ず
れ
の

●
で
あ
ろ
５
が
、
平
素
心
掛
け

．
て
良
■
に
親
し
み
＾
短
■
時
聞
づ

つ
で
も
、
読
●
す
る
狂
ら
ぱ
、

共
．
の
人
は
絶
・
え
ず
知
識
を
新
た
．

に
し
進
歩
向
■
上
す
る
人
と
な
り
．

梧
る
ど
恩
ｉ
の
で
あ
り
童
す
ｏ

．
鬼
ぱ
以
止
の
よ
う
に
信
ず
る
．
・

の
で
上
あ
サ
雀
す
が
、
口
を
た
す
．

者
が
あ
■
ｏ
て
■
醐
‘
■
な
ど
は
必

婁
で
は
な
い
。
・
処
世
上
無
堂
・
で

■
ム
ｏ
で
も
成
功
↓
て
い
る
人
は

あ
る
ｏ
・
．
某
は
元
ぺ
学
問
な
ど
し

允
人
で
は
■
な
い
が
大
胆
で
よ
く

■
人
心
収
竈
の
楓
、
を
得
て
お
り
ｆ

・
そ
の
組
方
の
■
崇
界
に
蟻
飛
し

て
お
り
ｈ
将
来
益
々
勢
カ
を
得
．

る
巧
お
ろ
テ
。
叉
栞
は
無
掌
で

は
あ
る
が
勢
カ
峻
傲
よ
く
今
目

の
地
位
と
■
と
を
得
、
人
望
も

あ
り
今
後
も
大
を
な
す
で
あ
ろ

５
ｏ
」
此
箒
■
の
例
を
以
て
す
れ
ぽ

貌
●
な
ど
と
い
ヶ
ｉ
」
■
と
は
、
、
先

づ
処
世
上
必
要
な
い
こ
．
と
と
恩

う
”
と
言
ラ
．
所
は
も
ｏ
と
も
の

よ
う
で
島
り
、
碗
か
．
に
、
一
・
理
あ

り
ま
す
甘
人
物
利
鈍
の
分
れ
る

と
こ
ろ
誠
に
学
問
の
み
に
は
よ

ら
な
い
と
■
、
正
に
そ
の
遍
り
で

あ
り
ま
す
。
．
そ
れ
の
み
で
は
な
．

い
．
稀
に
は
・
例
外
と
Ｌ
て
世
に
甘

相
当
”
え
て
い
る
人
で
ぢ
り
壮

が
ら
あ
ま
り
学
究
的
態
度
に
没

す
る
た
・
め
、
其
の
人
を
し
て
偏

屈
に
Ｌ
一
局
部
に
う
ず
も
れ
人

物
に
浩
然
の
気
を
次
く
嫌
い
の

あ
る
人
も
症
い
で
は
な
い
。
し

か
し
私
■
の
い
ラ
所
の
人
々
の
よ

ラ
た
の
は
人
と
し
て
天
分
の
讐

か
た
秀
で
た
方
＾
で
・
あ
る
の
で

先
づ
偉
い
と
い
５
方
の
人
で
あ

り
ま
Ｌ
上
５
ｏ

．
之
箒
の
人
で
更
に
■
に
窺
し

み
．
、
京
西
古
今
の
知
識
に
於
て

祖
る
．
セ
こ
ろ
が
．
島
ｏ
た
た
ら
ぱ

貫
に
」
［
の
成
功
を
と
げ
、
そ

「
吻
｝
鶯
人
婁
．
一
．
月
届
・
で
．
．
し
．
め

る
で
．
は
．
お
カ
ま
す
喧
い
か
由
．
所
．
．

蘭
凡
信
貫
を
そ
え
允
上
う
忙
更

に
一
、
口
ゆ
．
飛
口
を
な
」
得
る
に

．
ち
が
い
な
い
の
で
ー
あ
サ
ま
す
ｏ
■

殊
庭
時
邊
の
掩
■
移
す
る
今
副
以

後
に
於
て
■
は
、
．
学
問
の
■
必
要
は

正
幅
■
過
去
．
に
於
げ
み
よ
り
ぱ
犬

在
る
も
の
が
あ
る
と
息
い
ま
す

叉
棊
氏
ぱ
〃
私
は
大
し
て
勉
強

Ｌ
て
醜
‘
■
も
し
な
い
が
、
只
平

累
雑
誌
の
よ
５
な
も
の
で
も
よ

い
■
．
の
で
、
新
・
し
い
も
の
１
｛
、
と

新
研
究
の
出
る
の
が
お
れ
ぱ
何

で
も
見
落
す
ま
．
い
と
務
め
、
古
■

い
も
の
を
基
礎
と
■
Ｌ
・
て
新
た
に

新
た
に
と
工
夫
を
二
ら
し
“
入

後
に
．
落
ち
ま
い
・
と
つ
と
め
る
の
一

で
あ
る
〃
と
。
．
之
も
芯
か
に
一

理
ち
る
醜
■
法
虎
士
思
い
ま
す

氏
■
の
よ
ラ
に
人
に
先
ん
じ
よ
ヲ

と
す
る
心
掛
け
を
持
つ
こ
と
、

読
め
ち
た
ら
ぱ
新
研
尭
の
記
■

を
読
む
と
い
．
ｊ
こ
と
昧
や
は
ケ

技
術
経
営
の
点
な
ど
に
於
て
、

絶
え
ず
進
歩
の
工
夫
を
裏
す
■
る

集
に
た
づ
さ
わ
る
人
々
に
は
特

に
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
１

　
之
を
婁
す
る
．
に
、
青
午
の
時

も
叉
学
校
を
卒
え
て
社
会
に
出

・
た
後
も
．
、
好
学
読
●
を
喜
ぴ
、

向
上
の
工
夫
を
す
る
こ
と
は
処

．
世
上
戯
．
に
’
昌
ぷ
ぺ
き
－
」
と
で
あ

り
ま
す
ｏ
但
し
世
相
は
段
月
と

複
雑
と
な
り
且
つ
．
進
歩
Ｌ
て
行

ぎ
ま
す
。
．
独
人
に
も
天
性
に
賢

局
の
別
は
あ
ケ
ま
す
。
改
に
各

人
の
掌
を
実
地
に
后
用
し
筍
る

程
皮
の
讐
は
大
い
に
あ
る
の
で

あ
り
ま
し
ょ
チ
が
、
何
人
で
も

之
に
よ
り
自
身
■
忙
一
段
の
進
境

を
浬
め
、
．
人
楮
の
向
上
■
に
資
し

．
、
　
　
■
工
」
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【
第
．
穴
頁
．
〃
御
挨
抄
か
．
つ
づ
き
】

得
ぺ
き
は
．
疑
い
壮
い
所
と
息
い

■
婁
す
ｏ
■
宰
．
い
当
町
に
．
は
県
庁
の
一

■
巡
回
図
●
狛
セ
も
い
５
ぺ
き
自

軌
車
文
口
伊
み
ど
か
号
グ
ム
移
．

り
ま
す
Ｌ
、
町
公
民
館
図
●
も

一
」
ざ
い
ま
す
』
何
卒
忙
申
閑
を

つ
く
ら
れ
大
い
に
．
利
用
ざ
れ
、

お
互
の
進
歩
向
上
を
図
り
、
■
楽

Ｌ
く
一
明
る
く
十
＾
か
准
町
の
．

こ
設
に
む
進
し
ｋ
う
で
は
あ
り
・

．
ま
世
．
ん
か
｝
．
・

■
．
以
上
卑
見
の
」
■
瑚
を
申
し
述
・

べ
ま
じ
で
衡
．
挨
拶
と
致
し
ま
す

】
】
■
」
】
】

・
勧
覧
・
よ
リ
．

【
【
【
【
【

・
■
今
年
良
病
害
虫

防
除
に
つ
い
て
．

　
愈
｛
本
年
も
収
竈
期
信
入
り

£
作
物
の
取
入
れ
・
麦
蒔
等
毎

■
日
御
著
労
様
で
す
。
此
の
秋
の

．
天
侯
は
降
り
続
く
雨
の
為
取
入

れ
及
ぴ
麦
蒔
讐
息
う
よ
５
に
進

ま
ず
穂
体
的
に
大
分
運
れ
て
い

る
よ
５
で
す
が
、
叡
の
保
存
に

つ
い
て
は
充
分
乾
燥
の
上
で
保

存
す
る
よ
５
御
勧
め
Ｌ
ま
す
。

乾
擾
不
充
分
だ
士
変
色
も
Ｌ
、

叉
虫
も
附
易
い
似
で
注
竈
Ｌ
首
．

Ｌ
よ
う
ｏ
．

　
本
牟
度
米
作
の
田
植
後
よ
｝

竈
揃
顛
億
至
る
胸
の
天
倶
を
老

考
迄
に
睨
せ
ぱ

．
雨
蛆

ｏ
．
舶

　
目

晴
６
・
　
１５月

媚６目１７日
．”

蛆６目日１
２
．け

媚５日目
．
２
．
２８月

８
目
．
．

．
８
日
．

１４目９月

以
上
の
遍
り
で
、
八
月
に
一

。
時
的
把
気
温
が
下
ｏ
た
’
も
あ

り
ま
し
「
た
が
、
前
紀
迄
の
天
■
候

を
漂
合
す
る
と
決
」
て
黒
ぐ
・
な
・

い
・
と
恩
い
ぎ
■
ヰ
ｔ
．
竈
子
｝
旧
毒
か
一

ら
始
ま
る
町
計
薗
砂
．
病
箏
虫
防

除
も
過
去
＝
・
…
年
繍
い
た
絞

盲
に
．
刺
戟
さ
れ
、
昨
今
で
は
旺
■

歴
な
讐
寮
の
防
除
川
臥
と
相
僚
ｏ

て
遭
期
に
票
施
さ
れ
．
る
■
よ
５
に

症
Ｏ
｛
Ｌ
た
ｏ
来
年
度
も
一
．
斉

防
除
の
形
で
敏
回
防
除
し
当
時

に
於
い
て
は
こ
れ
と
口
｛
た
病

旨
虫
の
舳
免
生
■
も
な
く
効
皿
＾
が
血
あ

○
た
■
と
磁
ｏ
し
｝
此
の
分
■
た

ら
又
｛
昨
牟
同
様
な
＾
作
を
期

待
Ｌ
た
の
で
あ
り
．
ま
す
甘
　
一
．

　
し
か
し
台
風
九
号
の
．
蟹
来
と

其
の
後
の
里
冊
状
た
気
温
に
よ
り

近
年
に
な
い
〃
ツ
守
．
グ
ロ
旦
ヨ

パ
イ
”
の
大
発
生
を
見
る
に
至

ヴ
共
々
狼
狽
し
｛
直
ち
信
関
係

諸
団
体
■
と
協
隆
の
結
果
速
か
に

‘
．
斉
防
除
が
行
わ
れ
破
竈
も
＾

少
限
度
に
喰
止
る
■
が
…
四
来
ま

七
た
。
｝
」
れ
ぽ
竈
豪
個
．
｛
切
竈
．
．

垣
的
な
防
除
と
各
都
落
共
済
組
．

含
長
．
の
口
身
的
指
む
に
上
る
も
．

．
の
と
凛
ぐ
臓
聰
致
し
ま
十
も

．
近
代
凸
甘
愚
営
上
、
一
・
肴
竈
虫
．

防
除
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
．
・
■

■
■
と
考
え
、
叉
多
少
な
り
■
と
も
毎

年
防
除
が
擾
返
さ
れ
る
．
た
ら
ぱ

や
は
り
遭
期
に
『
斉
に
行
わ
れ

る
の
が
最
も
効
臭
的
且
つ
優
済

的
だ
と
思
い
ま
す
ｏ
．
ま
し
て
今

年
■
度
の
ツ
マ
グ
ロ
．
目
コ
パ
イ
の

発
生
密
贋
か
ら
し
て
、
来
年
度

稲
作
に
は
相
当
．
〃
ｏ
す
る
も
の

と
感
ず
る
．
の
で
冬
の
期
”
を
利

．
用
し
各
戸
の
田
畑
の
土
堤
■
‘
石

，
垣
等
虫
の
越
冬
す
る
場
所
の
焼
．

抵
い
．
を
実
行
噴
い
た
い
。

　
荷
、
来
隼
度
防
除
箏
偏
と
Ｌ

て
各
ｏ
象
よ
り
此
秋
竈
れ
る
米

の
■
饒
出
へ
三
乃
至
四
升
）
を
願
い

こ
れ
を
以
ｏ
て
薬
代
に
振
向
け
．

役
員
が
価
阜
に
防
除
が
実
施
出

来
得
る
よ
う
念
眉
し
ま
す
。

農
業
委
、
■

“
　
“

予
定
８
に
ば
必
ず
出
荷
を

　
本
年
も
愈
貞
汗
の
繕
晶
が
刈

ヅ
取
ら
れ
る
収
竈
時
に
な
り
ま

し
た
。
各
位
に
は
さ
ぞ
か
・
し
お

忙
Ｌ
ぎ
■
と
思
い
ま
す
。
身
体

■
を
犬
切
に
・
大
い
に
御
■
聞
願
い

ま
す
。
．

　
政
庵
へ
売
渡
す
米
の
予
約
者

．
は
特
に
天
候
に
気
を
つ
け
て
乾

燥
Ｌ
た
時
期
に
脱
蝦
し
、
萩
の

醐
整
を
念
入
に
包
装
等
注
意
し

て
親
格
を
上
げ
て
芋
取
の
刺
す

よ
う
正
耽
に
■
し
、
予
定
目
に
胆
．

必
ず
…
四
荷
し
て
く
だ
さ
い
ｏ

▼
□
，
竈
（
四
月
む
十
且
〕
．
－

農
地
の
移
動
．
に
つ
い
■
て

▼
法
第
…
条
関
係
（
売
口
）

◎
許
可
の
あ
ｏ
た
．
ム
ー
の

　
国
＝
六
件
■
二
．
四
反
八
Ｏ
■
九

．
畑
＝
一
件
　
・
七
、
六
〇
一

◎
目
下
提
出
中
の
も
の

　
臣
■
七
件
　
　
一
〇
反
八
＝
二

■
畑
六
件
　
　
’
■
、
四
〇
八

▼
法
第
五
条
関
係
・
（
む
魔
）
．

◎
許
可
の
あ
ｏ
た
も
の

　
田
　
八
件
■
一
反
穴
Ｏ
…

　
畑
。
．
八
件
　
　
一
．
反
二
〇
八

◎
目
下
提
出
申
の
も
の

　
田
　
三
件
．
　
○
反
四
＝
四

　
畑
　
…
件
　
・
て
九
一
一

▼
法
第
＝
十
条
関
係

　
　
　
　
（
讐
地
返
珊
）
．

◎
許
…
可
の
ー
あ
ｏ
た
も
の

　
田
　
六
件
　
　
一
．
反
八
二
一

　
畑
　
…
件
　
　
．
一
、
＝
Ｏ
Ｏ
・

◎
目
．
下
提
出
中
の
も
の
■

　
田
　
－
件
　
　
Ｏ
反
亡
〇
三

．
」
．
畑
・
一
件
・
　
Ｏ
、
一
〇
〇

一
■
繁
調
査
に
グ
い
て
一

▼
町
内
小
作
地
等
所
有
状
況
欄

杢
を
笑
施
す

　
　
　
　
（
八
月
一
目
現
在
）

総
面
竈

　
田
　
一
五
〇
九
反
六
＝
一
■
■

■
畑
．
一
〇
八
七
、
七
＝
Ｏ

自
作
地
面
竈

　
国
　
＝
六
八
五
讐
■

　
　
　
　
＝
＝
〇
一
反
一
＝
五

　
畑
　
四
九
八
五
竈

　
　
　
　
一
九
七
…
反
Ｏ
０
０

小
作
地
面
竈

　
田
　
　
四
〇
五
竈

　
　
　
　
　
＝
Ｏ
八
反
四
二
六

　
畑
　
　
四
七
」
八
‘

　
　
　
　
　
二
四
反
七
＝
Ｏ

小
作
契
約
を
更
折
し
た
も
の

　
田
　
　
三
四
〇
讐

　
　
　
　
　
一
八
五
反
九
＝
六

．
．
姻
　
．
　
…
．
穴
八
讐

　
　
　
　
．
．
．
．
．
七
九
反
七
二
〇
．

・
小
作
切
約
を
女
○
化
■
↓
な
．
小
も
■

の
　
．
．

．
．
．
思
・
・
、
・
．
．
六
五
讐
．
．
．

　
　
　
　
　
．
＝
．
二
反
五
〇
。
０
■
．

　
畑
・
．
．
　
・
一
．
．
．
一
〇
竈
一
．
．
一

　
　
　
　
　
　
…
兎
反
Ｏ
Ｏ
Ｏ

未
墾
地
■
に
■
グ
・
．
い
．
て

　
　
　
．
．
（
下
■
地
オ
区
）
・

　
．
最
近
開
蟹
成
功
桟
杏
を
実
施

．
す
る
．
－
」
と
．
に
な
り
ま
し
た
。
検

査
の
｛
■
き
束
関
魯
■
の
．
土
地
は
政

府
が
口
戻
し
を
す
る
法
に
な
ｏ

て
お
り
．
ま
す
か
ら
．
御
君
知
く
．
だ

．
さ
い
。

■
…
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
．
．
・
１
．
‘
１
■
＝
■
■
■
■
■
■
■
■
１
；

罰
し
．
い
■
．
薫

．
注
甘
さ
れ
る
．
．

　
　
纏
一
桃
栽
■
培
．

　
－
」
れ
は
果
果
そ
の
も
の
が
商
…

品
で
は
な
く
箔
詰
原
料
と
し
て
・

義
培
し
て
竈
詰
エ
拐
に
売
却
す

る
も
の
で
、
讐
皿
杯
〃
１
各
地
、
試
鹸

拐
に
於
て
昭
和
二
十
四
年
頃
よ

り
試
作
交
配
の
繕
臭
、
目
本
に

適
ナ
る
理
想
的
品
竈
が
育
成
さ

れ
、
い
．
よ
い
よ
本
年
よ
り
一
般

普
及
段
階
に
入
っ
■
た
全
く
新
し

い
呆
実
で
あ
■
り
、
こ
れ
が
金
国

■
各
地
の
○
薫
振
興
の
慾
求
と
相
．

倹
ｏ
て
全
国
的
な
栽
拮
熱
を
呼

ぴ
、
＾
秣
省
に
於
て
千
町
歩
を

叶
画
し
、
山
梨
県
で
は
そ
の
…

分
の
．
て
…
百
町
歩
を
全
国
拒

先
が
け
て
旦
－
ぐ
産
地
化
Ｌ
よ
■
う

と
予
定
し
、
近
く
は
都
留
普
及

■
鴉
所
管
内
に
■
…
十
■
町
歩
の
新

桓
希
婁
を
見
、
．
我
が
西
桂
町
に
．

於
て
も
・
（
鮨
桃
＝
号
竈
川
熟
財

．
八
月
上
申
包
本
年
約
．
一
町
五
．

反
歩
．
の
苗
末
子
約
．
を
な
Ｌ
∴
症

お
．
笛
木
■
口
．
か
ら
止
む
な
ぐ
翌
■

年
を
期
す
渇
者
多
滋
を
見
｛
．
。
■
亡

・
こ
に
新
Ｌ
い
竈
簑
芭
．
命
と
も
ロ

ー
コ
ペ
．
き
気
£
が
．
盛
り
「
上
．
が
ろ
う
．

ど
し
．
て
・
お
り
ま
す
ｏ
．
一

■
■
■
従
来
の
桃
竈
詰
は
こ
う
冒
う

．
口
用
君
で
ほ
た
く
生
食
用
白
桃

を
加
工
し
た
も
の
で
あ
ｏ
、
肉

■
質
が
欧
ら
か
く
加
工
し
た
蜴
合

肉
が
崩
れ
色
が
白
色
で
紅
い
部

分
も
あ
り
、
、
理
昌
は
紫
と
か
自

濁
を
生
じ
饒
床
が
．
少
く
味
が
淡

■
自
で
香
気
が
少
い
等
の
薫
点
が
．

お
ｏ
た
。
竈
桃
阻
こ
れ
を
改
良

し
ｔ
も
の
で
弾
カ
あ
る
硬
質
で

肉
色
は
主
担
責
色
で
酸
床
が
強

く
生
麦
垣
は
至
ｏ
て
不
味
な
も

の
で
あ
り
主
す
。
製
昌
は
廿
味

■
．
を
加
え
て
煮
て
製
し
ま
す
ｏ

■
．
将
来
性
に
於
て
は
輸
出
面
に

期
待
さ
れ
ま
す
。
例
え
ぱ
イ
ギ

リ
ス
で
は
年
｛
千
万
ケ
「
ス
を

諸
外
国
よ
り
的
入
し
て
お
り
、

．
■
そ
の
内
穴
百
万
ケ
ー
ス
。
は
７
’

．
リ
カ
が
嚇
出
し
て
お
り
、
－
」
の

内
百
万
ケ
ー
ス
舵
け
食
込
む
籾

合
に
千
町
歩
の
栽
培
が
必
要
で

．
あ
り
、
目
本
の
製
品
が
決
Ｌ
て

ア
メ
リ
．
カ
製
品
に
劣
ら
ぬ
と
冒

ラ
し
、
．
叉
夫
欄
出
国
の
７
’
リ

カ
か
ら
買
入
希
塁
が
有
る
止
口

う
か
ら
輔
出
面
に
於
て
有
婁
で

島
り
、
」
叉
葭
内
消
費
も
従
来
の

自
桃
鰭
詰
と
入
れ
変
り
国
内
消

費
も
増
Ｌ
宥
国
‘
な
も
の
と
．
冒
わ

れ
て
お
り
ま
．
す
ｏ

　
県
の
計
画
で
．
は
楓
高
七
百
米

迄
を
ゴ
目
靱
セ
Ｌ
て
お
り
ま
す
の

で
“
・
当
町
で
は
古
屋
部
藩
が
限
．

　
　
　
【
第
七
頁
へ
つ
づ
く
】
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第
六
頁
．
〃
陪
桃
栽
椿
グ
■
．
．
り
づ
き

尉
位
で
安
全
か
の
は
下
五
都
．
藩

で
し
上
う
ｏ

■
現
在
・
の
取
引
価
格
は
本
年
山

副
…
県
で
試
作
に
櫃
え
た
も
の
か

・
ら
五
千
汀
租
度
の
収
穫
Ｌ
か
な
・

く
．
堂
価
百
八
十
円
だ
■
う
■
た
そ
う

で
す
が
、
将
来
に
於
て
も
■
百

円
は
維
持
ざ
れ
老
も
の
と
冒
わ
．

れ
、
虞
収
六
百
～
千
口
と
言
わ

れ
ま
す
町
鳴
長
は
樹
勢
が
強
い

た
め
比
籔
的
地
カ
の
低
い
傾
斜

地
．
に
も
栽
培
出
来
、
叉
原
料
昆

■
で
あ
る
為
園
婁
作
物
中
初
心
老

．
に
比
岐
的
作
。
つ
易
い
。
立
地
と

Ｌ
て
は
全
国
の
製
艦
能
カ
の
甲

靱
を
宥
す
る
畷
岡
県
に
隣
接
し

て
出
荷
が
“
ラ
ッ
ク
で
パ
ラ
竈

．
み
．
に
出
せ
る
・
篭
で
、
一
貫
は
五
ヲ

し
て
も
確
か
ｏ
と
生
産
組
合
を

立
・
て
て
犬
会
杜
と
の
契
．
約
栽
培

に
よ
ｏ
て
県
下
生
蔭
組
合
と
の

統
制
、
を
図
ｏ
て
行
ぐ
亡
ど
で
、
．

都
留
市
に
於
て
は
既
に
強
固
な

組
舎
の
設
立
に
因
ｏ
■
て
計
画
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
ｏ

．
．
栽
培
面
に
於
て
は
何
を
於
て

も
適
期
に
遁
作
菜
を
行
い
、
従
一

・
来
の
柿
・
す
も
も
に
対
す
■
る
考

え
．
を
は
全
然
異
ｏ
た
洪
心
で
取

組
む
こ
止
が
必
要
で
、
こ
の
園

芸
に
成
功
す
る
拐
合
ゆ
£
薫
技

■
術
は
他
」
の
果
笑
・
爵
菜
箒
の
栽

培
に
応
用
さ
れ
廿
現
在
よ
り
一
■

段
と
高
度
た
纂
約
＾
業
に
発
展

．
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
「

．
一
わ
．
れ
る
訳
油
ん
で
ず
よ
」
．
“
．

春
■
子
．
「
そ
う
で
す
か
。
．
一
■
■
年
で

　
は
随
分
大
き
な
金
額
信
な
る
・

　
．
で
し
．
上
う
ね
」
・

■
係
「
ま
あ
■
町
の
予
算
の
全
体
か

　
ら
見
机
ぱ
大
」
た
．
－
」
と
は
な

　
．
い
ん
で
す
が
ね
。
．
今
年
度
は

　
．
一
応
九
万
唱
千
円
を
見
込
ん

　
で
歳
入
予
箏
に
組
ま
れ
て
あ

　
り
ま
す
が
、
．
－
」
の
金
頼
だ
け

　
入
ら
た
い
時
も
あ
る
し
、
－
」

　
れ
よ
』
多
い
拐
合
も
お
る
ん

．
で
す
が
、
年
悶
八
～
九
刀
円

．
と
い
ラ
所
で
．
Ｌ
」
う
ね
」

春
子
『
判
り
ま
Ｌ
た
回
叉
始
め

　
．
へ
戻
り
ま
す
が
、
田
蟹
証
明

　
の
■
こ
と
で
私
ね
、
お
父
さ
ん

　
が
印
鑑
証
明
を
欲
Ｌ
い
だ
け

　
れ
ど
、
層
け
て
あ
る
ハ
ｙ
コ

　
る
だ
け
詳
し
く
恩
い
出
Ｌ
て
．

　
ね
、
改
印
■
届
と
可
時
」
に
紛
失

　
盾
も
出
す
ん
で
す
か
ら
』
・
童
・
．

　
伊
す
れ
ぱ
そ
れ
で
柾
朋
惟
出

　
き
る
ん
で
す
が
、
．
ま
あ
大
切

　
惰
し
て
．
紛
失
し
．
な
一
い
よ
矢
に

。
す
る
こ
と
で
す
ね
」
ト

■
春
子
「
え
え
』
そ
れ
か
ら
ね
」

．
と
た
．
め
ら
い
勝
ち
に
…
：
・

「
一
．
寸
１
い
仙
い
ん
で
す
が
、

　
役
幻
と
い
う
所
は
何
だ
か
私

．
迂
、
と
つ
つ
き
ｏ
く
て
ね
。

　
そ
ラ
、
つ
い
此
の
問
も
或
る

　
人
が
〃
自
分
の
也
つ
い
で
だ

　
か
ら
と
い
ｏ
て
、
印
蟹
証
明

　
を
頼
ま
れ
て
行
ｏ
■
た
ら
、
目

　
・
分
の
は
証
咀
」
■
て
呉
れ
た
け

　
れ
ど
、
俺
を
よ
く
知
っ
て
い

．
る
く
．
せ
に
煩
ま
れ
た
の
は
証

．
一
　
　
」

望

　
或
。
る
日
の
．
こ
｝
、
役
場
へ

「
一
寸
お
伺
い
」
ま
す
が
…
」

と
冒
ｏ
て
見
え
た
人
が
あ
り
ま

す
。
名
は
春
子
さ
ん
と
■
言
い
、
．

利
発
そ
う
な
青
年
で
Ｌ
た
竈
一
伸

貞
会
話
も
テ
キ
パ
キ
と
Ｌ
て
い

て
聞
い
て
い
て
ほ
悟
え
み
の
．
浮

■
ん
で
来
る
の
を
禁
じ
得
ま
せ
ん

で
Ｌ
た
。
以
下
そ
の
会
話
を
御

被
露
致
Ｌ
ま
し
よ
う
。

春
子
「
印
鑑
証
明
を
．
貰
５
場
合

　
で
す
ね
。
手
数
料
は
一
部
三

　
．
十
円
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
頼
．
み
は
曇
佳
朕
で
も
む
い
口
切
い
．
た
Ｌ
ま
世
加

■
町
鑑
証
明
を
正
し
ぺ
し
ま
し
よ
う
．
・

戸
竈
・
佳
員
の
£
祀
と
と
も
に
大
切
て
す

・
金
は
ど
ん
た
方
面
へ
使
わ
れ

　
る
の
で
す
か
？
Ｌ

係
「
そ
う
で
す
ね
。
手
数
料
と

　
い
ｏ
■
て
も
、
印
鑑
誕
明
だ
け

　
で
は
た
い
ん
で
す
よ
。
転
出

　
詐
…
明
と
か
一
戸
籍
の
手
数
料
、

　
税
金
の
督
促
手
数
料
、
土
■
地

　
台
帳
や
土
地
工
の
図
面
な
ゼ
を

■
見
る
場
合
．
の
閲
讐
手
数
料
た

■
ど
色
共
あ
る
ん
で
す
よ
。
－
」

　
れ
ら
の
お
金
は
当
然
の
－
」
と

　
で
す
が
＾
町
の
一
般
財
源
へ

　
繰
入
れ
ら
れ
税
金
と
同
様
、

　
学
校
を
作
っ
た
り
、
適
路
を

　
よ
く
Ｌ
た
り
す
る
冒
用
に
・
使

　
が
無
く
な
ｏ
て
困
ｏ
た
と
言

　
○
て
い
る
の
を
聞
い
た
ん
で

．
す
け
れ
ど
、
お
あ
い
５
．
蜴
合

　
ど
う
Ｌ
た
ら
い
い
ん
で
Ｌ
よ
．

　
う
ね
？
」

係
・
「
眉
け
て
あ
る
印
鑑
は
非
常

　
把
犬
切
な
■
も
の
で
、
そ
れ
だ
．

　
．
け
に
紛
失
さ
れ
た
ら
困
る
こ

・
と
で
」
上
う
ね
。
・
宍
印
で
す

　
か
ら
ね
ｏ
で
も
さ
が
Ｌ
て
■
も

　
見
付
け
よ
う
と
■
Ｌ
て
も
無
い

　
時
は
仕
方
が
な
い
か
ら
改
印

　
眉
を
胆
す
ん
で
す
ね
。
そ
．
の

　
時
は
何
時
ど
こ
で
紛
失
Ｌ
た
■

　
ら
し
い
と
言
ヲ
こ
と
を
出
来

■
明
↓
て
呉
れ
た
い
ん
柁
。
■
忙

　
Ｌ
く
て
行
け
な
い
の
に
全
く

　
話
の
分
ら
な
い
所
だ
〃
．
と
く

　
や
ん
で
い
．
る
の
を
聞
い
た
け
．

　
れ
ど
」
．

係
「
成
■
る
程
ね
。
私
自
身
も
役
■

場
へ
動
め
る
前
峰
役
場
ｏ

　
て
固
書
」
い
所
だ
と
思
ｏ
て

　
ま
し
た
よ
ｏ
史
ち
、
．
そ
れ
は

　
兎
も
角
、
印
醤
症
明
は
御
存

　
知
の
よ
う
■
に
不
動
産
の
登
泥

．
と
か
、
営
薫
資
金
の
僧
入
れ

　
そ
の
他
の
重
婁
な
用
件
に
使

　
い
ま
す
し
、
何
Ｌ
ろ
実
卸
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
言
う
こ
と
■
か
ら
本
人
以
外
は

一
一
・
．
奮
こ
■
寓
ｏ
店

・
窪
明
出
来
な
．
い
の
が
立
前
な

　
ん
で
す
。
伺
で
、
な
け
れ
ぱ

　
い
い
ん
で
す
が
何
か
聞
違
い

、
が
あ
ｏ
た
時
の
■
を
考
え
る

　
と
決
心
■
て
親
蟹
の
症
か
ら
上

　
い
｛
て
証
明
出
．
来
な
い
ん
で

・
す
よ
ね
１
だ
か
ら
ぞ
ｊ
．
い
づ

　
場
合
旭
当
人
の
委
任
扶
を
で

一
す
ね
、
貨
ｏ
■
て
来
て
く
れ
れ

　
ぱ
い
い
ん
で
す
。
都
会
の
区

　
役
所
・
市
役
所
な
ん
か
で
は

．
ど
ル
た
に
困
ｏ
た
理
由
が
あ

　
○
て
も
本
人
な
り
委
任
状
な

．
．
り
を
持
参
し
な
け
れ
ば
亟
明
．

　
Ｌ
董
せ
ん
．
で
し
上
５
よ
」
．

春
子
「
だ
っ
．
て
あ
れ
で
」
上
。

．
そ
の
委
任
状
に
だ
つ
で
型
式

　
や
ら
用
紙
が
あ
’
て
う
る
さ

　
い
ん
で
し
上
？
．
結
局
一
．
つ

．
の
こ
と
を
や
ｏ
て
貫
う
信
は

　
幾
皮
も
役
幻
へ
通
わ
た
け
れ

　
ぱ
な
ら
な
い
の
ね
」

係
「
ま
あ
ま
あ
待
う
て
下
さ
い

　
．
そ
う
悪
意
に
と
ら
な
い
で
下

　
ざ
い
よ
■
。
本
人
が
聴
か
に
委
■

　
任
し
ま
す
上
冒
ラ
こ
と
が
分

．
れ
ぱ
．
い
い
の
■
で
す
か
ら
、
－
壇

　
当
な
文
旬
で
か
ま
い
ま
せ
ん

　
で
す
よ
。
そ
れ
は
’
そ
う
で

■
す
ね
え
ｏ
こ
ん
な
風
に
わ
ら

．
半
紙
で
も
便
艶
へ
■
で
も
■
い

　
て
ハ
ン
コ
を
■
押
し
て
く
れ
れ

　
ぱ
ね
」
．
と
口
ｏ
て
別
・
証
の
よ

．
う
な
文
句
を
竈
い
て
春
子
さ

．
ん
に
療
Ｌ
玄
Ｌ
た
ｏ
．

春
子
「
よ
ぐ
分
り
．
ま
し
た
。
■
叉

　
易
ら
な
い
時
は
お
伺
い
」
ま

．
す
の
で
宙
砿
て
お
庸
小
し
遂

・
．
す
」
．
．
．
．
．
．
∴
・
［

係
「
景
知
し
ま
」
た
」

ま
あ
・
ザ
甘
ト
．
こ
ん
た
．
会
話
で
．
し

た
。
御
凄
考
・
に
な
・
サ
ま
七
た
ら

宰
で
．
す
。

別
記
．
．
〔
例
）

　
委
　
任
．
状
．

私
は
西
雀
町
倉
見
田
中
」
一
郎

■
を
代
理
入
と
Ｌ
て
左
の
■
を

委
佳
し
を
す

　
．
記

　
．
印
爵
湿
明
、
　
二
通
■
■

昭
討
皐
呈
年
｝
丹
一
目

　
■
・
西
桂
町
柿
園
　
■

　
　
　
■
中
田
＝
郎
＠

洞
＾
を
洛
・
つ
て

○
槙
田
町
長
・
山
申
籔
青
長
の

死
去
ｏ
教
育
委
貝
の
改
選
、
消

防
ポ
．
ン
デ
＝
号
卓
鴉
入
、
そ
の

他
不
幸
や
ら
お
祝
い
や
ら
公
報

発
行
も
伸
ぺ
の
仕
竈
で
す
。
不

肖
愁
が
山
申
籔
育
長
に
引
・
き
綾

き
■
公
報
発
行
の
■
を
命
ぜ
ら
れ

ま
Ｌ
た
ｏ
飴
■
め
て
の
■
と
て
憲

を
尽
↓
鴛
｛
せ
ん
で
Ｌ
た
が
、

今
後
芙
御
支
授
御
腹
養
を
お
廣

い
申
上
げ
ま
す
。

○
用
紙
も
保
存
に
楽
な
よ
５
に

変
え
て
見
ま
Ｌ
た
。
記
■
の
内

容
・
．
形
態
簿
に
つ
き
御
意
見
あ

ら
ぱ
お
寄
せ
下
さ
い
。
生
き
た

公
報
に
致
Ｌ
反
く
存
じ
ま
．
す
＾
．

○
新
町
長
も
決
つ
、
町
も
陣
審

を
と
と
の
え
、
多
薫
た
将
来
に

向
い
ま
す
ｏ
．
皆
様
の
公
報
た
る

ぺ
く
町
の
団
き
を
出
来
る
だ
け

詳
Ｌ
く
柑
伝
え
致
・
し
度
い
．
と
念

願
し
て
お
サ
ま
す
（
鈴
大
生
）
．


